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用行義塾に関係した足立家の家系図について 
The New Information on the important persons of YOHKOH-GIJYUKU, the first elementary school 




































































































































































































    



















」典②の 2 のようになる〔10)。 
「英三郎」の名を写し間違えたもの、 
コ 「 図2 中の「規忠」も、図 1にある「期 
賛 示 忠」を間違えたもの（もっとも「規忠」 
i 九 が正しいと考えることも可能）と考え 
I 	 郎 	 て L 	 巨市,r' y0 -A、上 I0 一げ、帝 ' -,' - せ 'F- 
嘉 lp ると、長房の次から隆二の前までがち 
房 」 ょうど逆転していることになる。もち 
~ 著 ろん、出典②の方が、出典①よりも古
成 ~ いものなので、出典②の間違いは、出 
T 暑 典①を見た上での書き間違いではなく、 
点 干 事系讐関する,の原資料き早た時の 
矩 ~ 書き間違いということになろう。しか 
~ 規 lJ、4き一 14、トこ二 4、己士田，4afr 早ニー～4 ~ 馨 しながら、このような差異は普通では I 	 政 	 レ’d、”ー’ノ、一“ノd、ノ’‘メエ二’”「‘口皿、「d、 
準 ~ 絶対にあり得ない。なぜ、このような










を図 4 では、行末と次の行末を横の線で結んでいるので、 
次の行では、下から上に人物が繋がっていくとしか読め
ないのである。三行目の隆二に続く時も、行頭と行頭を




























































図 5 足立家の家系図（安間氏による手書き資料〕 。，r「』，弓 J 
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は生じない。この点でも図 4 よりも図 3 の方が正しいと
言える。 











































































ようになる。人物の順番で見ると、図 1 (=図 3）とほぼ
同じであることが分かる。安間氏による独自情報の系図
と照らし合わせてみても、やはり図 4には問題があると  
言える。これが図 4を間違いと判断した4つ目の理由で
ある。 
但し、図 6 についても注意すべきことがある。図 1・
図2と比べると次の 4点で相違が見られるのである。 
(1）図1の中ほどにある「期忠」は、図 6では「規忠」 
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政 2年 8月 27 日（西暦 1790年 10月 5 日）であると特定
できるので、1770年代に 20歳だった彼は、その約 20年
後に 40 歳代で亡くなったことになる。また分家時に 30 

















































































































































































































































は明治 42 年（1909 年）または 43 年（1910 年〕の 4 月 
28 日に 80 才で亡くなったということになる。 
この没年月日から丁度 80 年前を逆算すると西暦 1829 









写真3 神道碑の裏面（小栗撮影｝ 資料3 裏面の文字 
（小栗による）  
6月 25 日（西暦 1872年 7月 30 日）の時の足立儀八の年




























せず、特 : 2文字目は判読も難しい。 「年」の異体宇の
ように見えなくもないが、はっきりしない。ここでは不
明を意味する「ロ」で示した。 
	  この墓石に刻まれた文字情報から足立貫一の 
正確な生没年月日が判明する。生誕日の文政 9 
年8月 27日を『対照表』から西暦に直すと 1826 
年 9 月 28 日となり、用行義塾創立時の明治 5 
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資料5 用行義塾の発起人の年齢 （右端の年齢は用行義塾創立時） 
足立英三郎（久津部足立家の総本家） 
足立貫一（総本家の分家） 
	 文政 9年生・・・推定 46歳 







	 天保 7年生…36歳 1ケ月 
大草泰順 
てこれまでに判明した者は 3名で、その情報









, ' 	 .  
一族内での位置が判明し、また墓石等の情報 












(2)『原川大和守関係者顛末』（昭和 46年8月 5日、掛J小岩井寺）。 
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